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第42期環境経営レポート
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制定日： 2010 年 05 月 23 日

　株式会社アイコンは、総合建設コンサルタントとして、人と環境に優しい企業活動によっ
て社会に貢献するという基本理念のもとに、経営における課題とチャンスを踏まえた事業活
動を通じ、地球環境の保全及び負荷の低減に向けて全社一丸となって自主的･ 積極的に、環
境への取組みを進めてまいります。

【 行 動 指 針 】

 1. 具体的に次のことに取り組みます。

Ⅰ　環境経営方針

① 電力･自動車燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

環 境 経 営 方 針

【 基 本 理 念 】

⑤ 地道な採用活動による人材確保

代 表 取 締 役 森本　幸雄

② 使用原材料の省資源、廃棄物の3R(減量、再使用、再生利用)の推進
③ 事業所における水資源の節約
④ 環境に配慮した調査、計画、設計の提案

⑥ 事業所周辺の清掃活動の推進

　これらについて環境経営目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い、継続的に改善へ
努めます。

 2. 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

改定日： 2015 年 08 月 03 日

改定日： 2019 年 07 月 31 日
改定日： 2018 年 07 月 31 日

改定日： 2020 年 08 月 01 日
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兵庫県姫路市飾磨区都倉一丁目103

兵庫県豊岡市若松町6-27（2023/7/18移転）

兵庫県多可郡多可町加美区大袋32-1

兵庫県神戸市中央区生田町2-2-2

兵庫県洲本市桑間191-1

TEL：079-234-8188 mail：h-chikamoto@ai-con.co.jp

TEL：079-234-8188 mail：shingo-mizuno@ai-con.co.jp

本　　　社

豊岡支社

北播磨事務所

神戸営業所

淡路営業所

(3) 環境管理責任者氏名および担当者連絡先

Ⅱ　組織の概要
(1) 名称及び代表者名

株式会社 アイコン

代表取締役 森本　幸雄

(2) 所在地

(4) 事業内容

総合建設コンサルタント 測量業務、地質調査業務、土木関係の建設コンサル
タントなど建設に伴う技術の提供

(5) 事業の規模

責 任 者 副社長 近本 浩和

担 当 者 総務部 水野　慎悟

総生産額 2.5億円（2022年度）

本　　社 豊岡支社 北播磨事務所 神戸営業所 淡路営業所 合計

(6) 事業年度 ８月～７月

Ⅲ　認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社　アイコン

18名

延べ床面積 140.0㎡ 10.0㎡ 9.0㎡ 4.0㎡ 3.2㎡ 166.2㎡

従業員 14名 1名 1名 1名 1名

活　　 　動： 測量業務、地質調査業務、土木関係の建設コンサルタントなど建
設に伴う技術の提供

関連事業所： 本　　社

豊岡支社

北播磨事務所

神戸営業所

淡路営業所
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Ⅳ　実施体制図及び役割・責任・権限表

代表者

環境管理責任者

EA21

推進委員会

本　社 豊岡支社 北播磨事務所 神戸営業所

環境事務局

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

淡路営業所

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

・経営における課題とチャンスの明確化を実施

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境経営目標、環境経営計画書原案のの作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

EA21推進委員会 ・環境経営目標、環境経営活動計画の伝達

・各部門の実施状況、目標達成状況、問題点などの報告

・環境経営活動に関する意見交換

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開(事務所に備付けと地域事務局への送付)

　テスト、訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

4



注）前々期よりグリーン購入の集計は取りやめました。

2022年度

2022年8月～2023年7月

(達成率)

84.9%

59.9%

79.7%

107.6%

△
軽油の二酸化炭素排出量
削減

kg-CO2 994 1660

基準期比 97.0%

環境配慮型提案

注)当社の取組年度（事業年度）は、8月～7月である。

ガソリンの二酸化炭素排
出量削減

kg-CO2 18,377 21,643

基準期比 97.0% 114.2 % 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

　　　　項　　　目 (目標) (実績) (評価)

※2)電力使用量は、ビル賃貸料に含まれ把握できない。

環境配慮型提案

※4)基準比率（％）は、購入金額をベ－スにしている。

●環境活動の取組結果とその評価(2019年度を基準として再設定)

△
9,322

23,303 △

786

基準期比 当期から方針
に取り上げな

い

当期から方針
に取り上げな

い

817

水道消費の削減
※3) － 水の節水 水の節水 水の節水 水の節水

電力削減

水の節水

電力消費の削減
※2) － 電力削減 電力削減 電力削減 電力削減

19,76517,757

74 311

二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 14,216 17,196

8,161

ガソリンの二酸化炭素排
出量削減

kg-CO2 14,216 17,196

Ⅴ　環境経営目標およびその実績
●過去の取組実施

期

　　　　項　　　目

2017年度 2018年度 2019年度 2021年度

18,945 18,948

(実績) (実績) (実績) (実績)

ガソリン使用量 ㍑ 6,123 7,406 8,160

軽油の二酸化炭素排出量
削減

kg-CO2

軽油使用量 ㍑

1,025

161.9%

軽油使用量 リットル 379 633

ガソリン使用量 リットル 7,915

一般廃棄物の削減
kg 844 780

二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 19,371

◎
基準期比 97.0% 89.7%

電力消費の削減
※2) － 電力削減 電力削減 －

水道消費の削減
※3) － 水の節水 水の節水 －

環境に配慮した提案 － 環境配慮型提案 環境配慮型提案

2020年度

(実績)

17,562

7,564

195

391

※3)総排水量は、水使用量がビル賃貸料に含まれ把握できない。

環境に配慮した提案 － 環境配慮型提案 環境配慮型提案 環境配慮型提案

一般廃棄物の削減
kg 1,260 930 870

率(%)※4) 63.7 % 53.1 % 73.3 % 
グリーン購入の促進

19,970

基準期比

822

0
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年度

二酸化炭素排出量の推移

二酸化炭素排出量は対前

期比20％増となった。走行

距離の増加に伴い給油量が

増加したことが、主要因とみ

られる。環境問題への取組

みを適正に評価すべく結果

の取りまとめについて、次期

より別の方法を選択したい。
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注）化学物質の使用はありません。

生産課 km/L 13.6 13.6

全社 km/L 16.5 16.5

課題を解決しチャンスを生
かす取組

行動目標（後述）

km/L 21.0 21.0

●中長期の取組内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

　　　　項　　　目

2023年度 2024年度

(目標) (目標)

基準期比 基準期比

社有車の燃費の維持管理 単位

営業課

環境に配慮した提案 － 環境配慮型提案 環境配慮型提案

一般廃棄物の削減
kg 835 827

基準期比 96.0% 95.0%

電力消費の削減
※1) － 電力削減 電力削減

水道消費の削減※2) － 水の節水 水の節水

94.0%

環境配慮型提案

2025年度

(目標)

基準期比

21.0

13.6

16.5

電力削減

水の節水

818

0
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2017 2018 2019 2020 2021 2022

燃
費
（
ｋ
ｍ
）

年度

燃費の推移

○リース車の車種

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

プリウス プリウス プリウス プリウス プリウス プリウス

アクア アクア アクア ヤリス ヤリス ヤリス

ヴィッツ ヴィッツ ヴィッツ プロボックス プロボックス プロボックス

アクア アクア カローラ カローラ カローラ カローラ

プロボックス プロボックス プロボックス プロボックス プロボックス プロボックス

プロボックス プロボックス プロボックス プロボックス プロボックス プロボックス

プロボックス プロボックス プロボックス プロボックス プロボックス プロボックス

プロボックス プロボックス プロボックス プロボックス プロボックス プロボックス

高燃費 低燃費

営業車 作業車

業務用車両の燃費はは対前

期比1.3ポイント改善した。遠

隔地の現場が多く、継続走

行距離が長かったこと、作業

車を2台入替えたことが要因

と満たれる。次期は営業課と

生産課でそれぞれ管理値を

決めて取り組む。
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･空気圧、オイル等のメンテ
◎

・定期的にオイル交換等メンテナンスを実施した。 今後も左記活動を継続してい
く。 ナンス

･稼働時間の短縮
◎

・高所作業車の稼働時間を短縮するため事前調査を徹底した。今後も左記活動
を継続していく。

･アイドリングストップ
◎

・短時間の駐車時などエンジンストップするように心掛けた。今後も左記活動を継
続していく。

･急加速の抑制
◎

・急加速や急発進などは安全運行上からも問題があるため、注意するように心掛
けた。今後も左記活動を継続していく。

･冷房の控え目使用

◎
・夏季は猛暑日が続いたが、外業作業の対策として空調服の採用やスポ－ツドリンクの支給
により結果、現場から帰社時の冷房設定もエコ運転が可能となった。今後も左記活動を継
続していく。

･渋滞を回避するスケジュールの立
案

◎
・出発前に道路交通情報等を活用して渋滞を避けることを心掛けた。今後も左記
活動を継続していく。

･アイドリングストップ
◎

・短時間の駐車時などエンジンストップするように心掛けた。今後も左記活動を継
続していく。

･急加速の抑制
◎

・急加速や急発進などは安全運行上からも問題があるため、注意するように心掛
けた。今後も左記活動を継続していく。

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減

○ガソリンの削減を以下に示す。

･エコドライブ
◎

・法定速度内で効率の良いスピードで運転するようにした。今後も左記活動を継
続していく。

Ⅵ　環境活動の取り組み計画と評価
◎よくできた　○概ねできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

取り組み計画 達成状況 評　価(結果と今後の方向)

･燃費の管理
◎

・運転日報による給油・走行距離の記帳により、燃費の管理・社用車の利用状況
を管理した。今後も左記活動を継続していく。

○軽油の削減

･エコドライブ
◎

・法定速度内で効率の良いスピードで運転するようにした。今後も左記活動を継
続していく。

500.00
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1,200.00

1,300.00

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

給
油
量

(L
)

月

2022年度月別給油量（ガソリン） 2022年度
目標値

年度末が納期の業務が多く、当該時期は事務所で成果品の取りまとめをすることから

社用車を使用する機会が少ない。次期より燃費の管理値を設定し、維持管理する

7



水道消費の削減

一般廃棄物の削減

･分別の徹底

･不要水の出放防止

電力の削減

･不要電灯の消灯
◎

・昼休みや使用していない場所の電灯を消灯するように努めた。今後も左記活動
を継続していく。

◎ ・定期的に交換、清掃を実施した。今後も左記活動を継続していく。

◎
・水を使用しないときは短時間でも蛇口などを閉めるように努めた。今後も左記活
動を継続していく。

･蛇口の全開防止

○
・分別ボックスを設置して、古紙のリサイクル化に努めた。今後も左記活動を継続
していく。

･電子メールの活用
◎

・郵便、FAX、回覧等を極力減らし、電子化した。今後も左記か打つ同を継続して
いく。

◎ ・節水シャワーヘッドの浄水器を取り付けた。今後も継続して設置する。

･書類の電子化

○
・出力枚、サイズ、コピー方向やPC内で誤字脱字の確認を行ったのち出力を行っ
た。今後も左記活動を継続していく。

◎
・報告書の控え等は可能な限り電子化で留めておくようにした。今後も左記活動を
継続していく。

･書類の集約化
○ ・両面コピー、集約コピーするように努めた。今後も左記活動を継続していく。

･ミスコピー防止

・空調稼働の適正化
◎

・使用していない区域、部屋の空調を停止するよう努めた。今後も左記活動を継
続していく。

・遮光カーテンの活用
◎

・夏季は遮光カーテンを設置し室温の上昇を抑制した。今後も左記活動を継続し
ていく。

・照明器具、エアコンのフィルター
の定期的な交換、清掃
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排
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月

一般廃棄物排出量 2022年度

目標値

年度末が納期の業務が多く、報告書を紙で取りまとめするため、紙類の

廃棄が多くなる傾向がある。印刷時のPCの設定を再確認することで、

紙の廃棄の減少を実現する
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・レーザー測量の技術習得
× ・レーザー測量の受注機会が得られなかった。

・営業社員の採用、育成
◎ ・HWを通じて採用活動を行い、3月に若手社員を採用した。

課題を解決しチャンスを生かす取組

・中堅社員の資格取得の奨励
◎

・若手、中堅社員の資格取得を奨励し、技術力の底上げを図った。今後も左記活
動を継続していく。

･発注者への提案 
○ ・業務計画書に記載し実行した。今後も左記活動を継続していく。

環境に配慮した提案

･環境配慮資材の使用
○

・極力、リサイクル品や生分解できる製品を選定するように努めた。今後も左記活
動を継続していく。

・自然発生品の利用
○ ・業務計画書に記載し実行した。今後も左記活動を継続していく。
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Ⅷ　環境コミュニケーションの実施
内部コミュニケーション

環境経営方針を会社入り口に掲示するとともに、従業員に環境経営目標について周知しました。

外部コミュニケーション

2022年度は環境上の苦情や要請はありませんでした。

Ⅸ　環境上の緊急事態への準備及び対応

Ⅹ　取組状況の確認並びに問題の是正及び予防

・是正が必要な事項はありませんでした。

・予防処置の実施は不要でした。

Ⅶ　環境関連法規制などの遵守状況　
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次のとおりである。　　　　　　遵守評価日：2023/9/15

適用される法律規則 遵守すべき要求事項 遵守状況

廃棄物処理法 一般廃棄物収運業者の許可の確認 ○

家電リサイクル法 廃棄するテレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコン等の適正処理 ○

消防法 消火器の点検、火災報知器の設置 ○

想定した緊急事態及びその予
防策

想定した緊急事態

給湯室からの出火（ガス給湯から出火）

予防策

ガス給湯周辺に可燃物を置かない

環境関連法規制などの遵守状況の評価の結果、環境規制などの逸脱はありませんでした。

なお、関係当局よりの違反などの指摘は、過去3年間ありません。

火災訓練

2022年10月14日　午前8時30分～午前8時45分

(1) 

(2) 

緊急事態発生訓練の内容 火災対応手順の内容を従業員全員で確認する。

問題点、再発防止策、水平展
開、確認事項等

特になし

実施要領変更

実施要領変更の必要性：　　有　　　無　　（該当項目を〇で囲む）　　　　

主な変更内容：

備考 特になし
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見直し日：2023年9月19日　代表取締役　森本　幸雄
１.　総括

２.　見直し結果

環境活動状況

まちかど100ｍクリーンアクション実施状況① まちかど100ｍクリーンアクション実施状況②

姫路市美化業務課より掲示依頼

　代表者による全体の評価と見直し・指示

42期の二酸化炭素排出量の実績は、23,303kg-CO2となって目標値（19,371kg-CO2)の約120％と
なった。これは二酸化炭素排出量がガソリン使用量に依存され、単純に会社人員、活動量がCO2に
影響するため、43期からは環境目標を車両の燃費で行うこととした。また、車両燃費については個
別の車両性能に係るため、車両入替時には可能な範囲でハイブリッド車への転換を行いたい。

項目 見直し結果

環境経営方針 ■　変更の必要性有 □　変更の必要性無

環境経営目標・活動計画 ■　変更の必要性有 □　変更の必要性無

実施体制 □　変更の必要性有 ■　変更の必要性無

　環境活動の紹介
　本社では、2011年2月から姫路市役所主催のまちかど100ｍクリーンアクションに参加しています。
　クリーンアクションは隔週、社屋周辺の道路･水路などのゴミ拾いや清掃を行っています。
　2018年9月23日　姫路市より感謝状を頂きました。

総括を受けて、環境経営方針の内、行動指針①を「業務用車両の燃費の維持管理」に変更すること
とし、42期の業務用車両の燃費を営業課と生産課に分けて算出すると共に、その算出結果を基準と
して43期の環境経営目標を設定すること
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